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小委員会について

• 活動期間

平成24年1月～平成28年3月（4年3か月）

• 委員長 大野 春雄

（特定非営利活動法人建設教育研究推進機構）

• 副委員長 荏本 孝久（神奈川大学）

• 幹事長 山口 直也（株式会社エイト日本技術開発）

• 委員 計23名

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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小委員会の目的

• 東日本大震災後、津波対策として、防波堤・防潮堤によ
るハード対策に加えて、「逃げる」ことを前提としたソフト
面での防災対策の重要性が再認識された。

• 従来からの避難場所の配置や避難誘導手法には、真っ
暗な夜中の発災への対応や地震直後にはライフライン
機能（電力供給）がダウンする事への対応等に問題が
ある。

• そこで、これらのことを考慮して、自治体等での公開実
験等の実施とその評価等を通じて、逃げる対策としての
避難誘導及び避難路（命の道）の必須機能の確立を目
指す。

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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これまでに行ってきた活動

津波災害による高台避難の誘導に関する公開実験
（住民参加による暗闇内での実験）

・ 静岡県吉田町住吉小学校

・ 高知県黒潮町佐賀漁港

・ 岩手県山田町大浦地区

トンネル内における蓄光式誘導表示板の実効性検
証実験

JISの津波避難誘導標識システム規格への暗闇時
の対応の項の導入

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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津波災害による高台避難の誘導に
関する公開実験（１）

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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場所：静岡県吉田町住吉小学校

日時：平成24年4月8日（日）18:45～21:30

実施機関：公益社団法人 土木学会
地震工学委員会「突発災害時における避難誘導に関する調査研究小委員会」

静岡県吉田町



「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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公開実験の実施場所

• 静岡県吉田町の町民50名程度の参
加により実施

• 本年3月に町立住吉小学校屋上に町
民1000名程度の高台避難をさせよう
とするために避難階段が新設された。

• 今回の公開実験は、この住吉小学校
避難階段を利用し、日没後に地震津
波が発生した場合の暗闇避難実験で
ある。

• 静岡県吉田町の全面協力の下で、土
木学会地震工学委員会「突発災害時
における避難誘導に関する調査研究
小委員会」が担当する。



「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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公開実験の実施場所

住吉小学校の左側部分の屋上に工事の足場部分に、避難階段が新設さ
れた。この階段を利用して、暗闇における避難誘導実験を行う。



「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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公開実験の実施場所

住吉小学校避難階段

• この階段は、津波対策として屋上（屋根）部分に1000人程度を避難させ
るもの。

• この階段を利用して高台避難をさせる。



「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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避難誘導の公開実験内容

避難行動パターン
①高輝度蓄光材料なしの避難階段での行動

②手持ち照明（懐中電灯等）使った場合の行動

③階段段鼻に高輝度蓄光材料を使用した場合の行動

④階段手すり部分のみに高輝度蓄光材料を使用した場合の行動

⑤階段段鼻および手すり部に高輝度蓄光材料を使用した場合の行動

以上、5行動パターンの実験を行う。

調査内容
①アンケート調査による行動意識

②移動時間（サンプリング）

③高齢者の対応（避難行動弱者）

④避難人員の密度の対応

⑤その他



公開実験の様子

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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実験後のアンケート調査結果

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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【実験 1】避難階段に蓄光材料取り付けてある状態（階段段鼻および手すり）
【実験 2】避難階段に蓄光材料を階段段鼻のみに取り付けてある状態（手すりは除く）
【実験 3】避難階段のみで蓄光材料なしの状態
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津波災害による高台避難の誘導に
関する公開実験（２）

場所：高知県黒潮町佐賀漁港
日時：平成25年4月20日（土）18:30～20:30

実施機関：公益社団法人 土木学会
地震工学委員会「突発災害時における避難誘導に関する調査研究小委員会」

一般財団法人 漁港漁場漁村総合研究所
高知県黒潮町

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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今回の公開実験場所
佐賀漁港観音堂避難道の整備

 今回の実験は、この整備後の高台避
難階段で行うこととした。

 地区名は「明神」
 明神地区の避難場所は、観音堂と金
比羅神社の2箇所ある。

今回整備後
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公開実験の実施場所
実験場所は黒潮町佐賀漁港に隣接し
た観音堂避難場所で、避難行動
のルートは、右図に示す。

階段以外の避難ルート（平坦部分）に
は、高輝度蓄光式の津波避難標
識（矢印を含む）を２５ｍ間隔に設
置。暗闇時の機能を確認する。

平坦観音堂階段部分には、高輝度蓄
光式の表示物（階段段鼻、手すり
等）を設置し、暗闇時の避難行動
に対する機能を確認する。

公開実験の参加者は、黒潮町明神地
区の居住者100名程度を町役場に
お願いしている。



「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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高台避難のための観音堂避難道の
階段構成

観音堂避難道の階段構成

・階段の段数は、合計で53段、踊り場は3箇所
・実験対象階段は、3区間に分け、蓄光表示物の設置箇所を変
化させて実験階段を構成した（段鼻、手すり、蹴上げ）。



「突発災害時における避難誘導に関
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避難誘導の公開実験内容

避難行動パターン
①実験１：高輝度蓄光材料なしの避難階段での行動

②実験２：階段段鼻に高輝度蓄光材料を使用した場合の行動

③実験３：階段段鼻・手すり部に高輝度蓄光材料を使用した場合の行動

以上、３行動パターンの実験を行う。

④実験４：避難階段までの避難ルートの高輝度蓄光式避難誘導標識の機能
の確認実験

調査内容
①アンケート調査による行動意識

②移動時間（サンプリング）

③高齢者の対応（避難行動弱者）

④避難人員の密度の対応

⑤その他



公開実験の様子

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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津波災害による高台避難の誘導に
関する公開実験（３）

場所：岩手県山田町
日時：平成27年6月12日（土）18:00～20:00

実施機関：公益社団法人 土木学会
地震工学委員会「突発災害時における避難誘導に関する調査研究小委員会」

岩手県山田町
一般財団法人 漁港漁場漁村総合研究所

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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避難誘導ルート
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公開実験の様子

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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トンネル内における蓄光式誘導表示板
の実効性検証実験

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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場所：八雲第二トンネル（南三陸国道内）

日時：平成27年5月21日

参加者：南三陸国道事務所主要メンバー

土木学会、他



実験内容

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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• 蓄光式誘導表示板等を仮設設置し、停電状
態における視認性の確認を行う。また、通常
状態での視認性も確認する。

• 仮設のLED照明を設置し、実際の照度環境
を再現する。

• 避難口距離表示板及び非常電話説明板につ
いて50m離れた場所及び至近距離からの視
認性を確認する。



実験場所

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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突発災害時における避難誘導に関する調査研究小委員会
活動成果

• 第1回目の静岡県吉田町の公開実験の成果から、津波避難誘導標識システムの
ISO策定とJIS策定について、各委員会に参画し、暗闇時の対応を規格に入れるこ

とに努力してきた。

• この結果、JISについては平成26年9月22日にJIS Z9097津波避難誘導標識システ

ムが制定された。この規格の本文および付属書Dに津波避難暗闇対策の項が入れ

られている。これは委員会活動（公開実験）における成果である。また、国際関係で

は、ISO FOCUSに2回にわたって紹介されている。カリブ海地域は、この規格を採

用する旨を発表している。

• 今後も、行政機関の協力の下、このような実験を積み重ね、これら課題への早期対

策立案と蓄光材活用等の有用な夜間の避難誘導対策普及を図っていきたい。発生

が懸念されている東海・東南海・南海地震、そして、首都直下地震への対策の役に

立てば幸いである。

「突発災害時における避難誘導に関
する調査研究小委員会」
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